
静岡県におけるユニバーサルデザインの取組について

静岡県くらし・環境部県民生活課 協働推進班
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静岡県におけるユニバーサルデザインの取組 静岡県くらし・環境部県民生活課

第６次ふじのくにユニバーサルデザイン推進計画を策定(2022(令和４)年度)～2025(令和７)年度)
～すべての人が自由に活動でき、お互いを認め合い思いやりあふれる「美しい“ふじのくに”」づくり～

＜ハート＞誰もが思いやりをもった共生社会づくり

(１)一人ひとりが実践できる人づくり

① 理念の普及

②心のＵＤの促進

(２)すべての人が社会参加できる土壌づくり

① 社会参加を促す仕組みの整備

②社会における理解の促進

＜ソフト＞誰もが利用しやすいサービス・情報や製品の提供

(１)暮らしを豊かにするサービス・情報の提供

①生活の質を高めるサービス・情報の提供

②快適に観光を楽しめるサービス・情報の提供

(２)利用しやすい行政サービス・情報の提供

①利用者の立場に立った行政対応

② すべての人に配慮した災害時の対応

(３)使いやすく魅力あるものづくり

① 製品開発の促進

②製品の利用促進

＜ハード＞誰もが暮らしやすいまちづくり

(１)利用しやすく配慮された施設等の整備

①快適に利用できる建物・公園等の整備

②暮らしやすい住宅の整備

(２)円滑に移動できる道路や公共交通機関の整備

①安全で快適に移動できる道路等の整備

② 移動しやすい公共交通機関の整備

心のＵＤの促進
・ハード･ソフト分野は、法制度によりＵＤ化が一定程度進展
・一方で、誰もが思いやりをもった共生社会づくりを進め
るハート分野が重要
・このため､ハード･ソフト分野の基礎となる思いやりの心
とハード･ソフト分野を補完する支え合いの行動を促進 2
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＜ハート分野の推進政策＞
・障害のある人、高齢者、外国人など多様な特性を持つ方への、県民一人ひとりの思いやりの心や支え合いの行動の促進
・障害のある人、高齢者、外国人などの社会参加を促す仕組みの整備
・学校、職場、地域等における多様性を尊重する共生社会への意識の醸成

静岡県におけるユニバーサルデザインの取組 静岡県くらし・環境部県民生活課

➢ハート分野の取組事例
●ユニバーサルデザイン出前講座
小中学校等へ職員が出向き、身近な事例を通じてＵＤの理念
を普及するとともに、思いやりのある行動ができる心のＵＤ
を呼びかけ。（年間約35校）
⇩令和３年度「心のＵＤパンフレット」作成
http://www.pref.shizuoka.jp/ud/about/ud_heart/index.html

●心のＵＤプラス実践講座
企業･団体向けに、多様なオーダーに応じて、様々な人への配
慮や対応方法を想定した実技講座を実施。

●声かけサポーターの養成
駅ホームからの転落事故等を未然に防止するために障害のあ
る方に対する声かけを行うサポーターを養成。
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＜ソフト分野の推進施策＞
・利便性の高いサービスや必要な情報が得られる環境づくり
・使いやすい製品の開発や改良による、誰もが利用しやすいサービス・情報や製品の提供
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➢ソフト分野の取組事例
●「やさしい日本語」の推進
外国人とのコミュニケーションを図る手段として「やさしい日本語」
の普及活用を図るため、行政職員や民間企業向けの研修等を実施。
●多様な食文化に対応した食の提供
外国語メニューの導入やピクトグラムによるアレルギー表示を促進す
るとともに、多様な食文化に対応した飲食店や食品販売店舗等を紹介
するＷＥＢサイト「ハラール・ポータル」を開設。
●ユニバーサルデザインに配慮した製品等の顕彰
県内の中小企業等が企画段階から流通段階までの間に、戦略的にデザ
インを活用したものごとを選定・顕彰する「グッドデザインしずお
か」選定事業を実施。審査基準に使用者の視点に立ったものごとづく
り（ユニバーサルデザイン）を設定。

←グッドデザインしずおかロゴマーク 4
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＜ハート・ソフトの取組事例 ふじのくにＵＤ特派員による情報発信＞
平成26年度から開始した「ふじのくにＵＤ特派員」は、ユニバーサルデザインに関心が高い学生に県内のユニバーサ

ルデザインの取組に触れる機会を提供し、学生の視点からユニバーサルデザインの可能性や魅力等を情報発信すること
で、県民の関心を喚起するとともに、ユニバーサルデザインへの理解と多様な主体のＵＤ取組を促進。
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静岡県立韮山高等学校 はままつＵＤ探検

➢令和４年６月18日(土)に第９期生の委嘱式を開催
新たに４名が委嘱され、合計26名で活動中

(静岡県立大学、静岡文化芸術大学、常葉大学、静岡福祉医療専門学
校、静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校等)

➢過去の取材先
静岡県立韮山高等学校、はままつＵＤ探検(市民有志実施)
静岡市役所、サンウェル沼津(沼津市役所)
あざれあメッセ2021(LGBTに関する講演会)等

➢情報発信
ＵＤ特派員の取材記事やＵＤ出前講座の様子を発信中

・ふじのくにユニバーサルデザイン特派員facebook
https://www.facebook.com/fujinokuniUD
・ふじのくにユニバーサルデザインTwitter
・静岡県ホームページ
http://www.pref.shizuoka.jp/ud/tokuhain/index.html

こんにちは！第8期UD特派員です。
今回は、「はままつUD探検」の第3弾
です。
私たち椿姫観音の探索チームでは、ま
ず椿姫観音までの点字ブロックに着目
しました。交差点近くの点字ブロック
は剥がれ落ちており、ほぼ消えかけて
いる部分もありました。椿姫観音では、
思っていたより狭く、「車椅子では入
れるか分からない」や「Uターンは難し
い」と言う意見が出ました。

こんにちは。第8期 UD 特派員
です。
今回は静岡県立韮山高等学校・
生徒会さんの提案に対する周囲
の反応をご紹介します。
1年の S.S さんによると、規定
変更に関するアンケート調査を
行ったところ、ほとんどが賛成
で、コメントには「ありがた
い」というものもあったそうで
す。
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＜ハード分野の推進施策＞
・建物や公園等の施設整備による利便性の向上や、道路や公共交通機関等の整備による誰もが暮らしやすいまちづくり
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➢ハード分野の取組事例
●県立学校整備における取組

エレベーターの設置、分かりやすい案内、トイレの改善、段差の解消
等、誰もが利用しやすいように整備、改修。2021年には、再編整備によ
り廃校となった高校の校舎をユニバーサルデザインに配慮した施設に改
修し、浜松みをつくし特別支援学校として開校。

多目的トイレの整備エレベーターの設置

●道路や公共施設等のユニバーサルデザイン
多機能トイレや点字誘導ブロックの整備など、
ユニバーサルデザインを積極的に導入。
・富士山静岡空港、日本平夢テラス
・静岡社会健康医学大学大学院

富士山静岡空港
点字ブロックと分かりやすいサイン計画 6
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